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次に、海外での定義をみてみよう。2000 年ロンドンで開館したテート・モダン Tate 














次にアジアでの状況を確認するため、2001 年と 2004 年に国際交流基金アジアセンター
が出版した『オルタナティブス－アジアのアート・スペース』を参照してみたい。1969 年
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4 香港のオルタナティブについて 1a スペースのハワード・チャンが記した（チャン 2001: 
31）。 
5 フィリピンのオルタナティブについてアーティストでサラウンデッド・バイ・ウォーター
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クティヴと称される A3BC（Anti-War, Anti-Nuclear and Arts of Block-print Collective）
8やオンゴーイング（On Going）9の活動を紹介した後、既成のシステムに依存せず独自の運
営を行うコレクティブが目立つようになった背景として、インターネットの普及と SNS の
                                                   
8 「A3BC 反戦・反核・版画コレクティヴ」は 2014 年に東京で結成された木版画を制作す
るアーティスト集団。作品の展示場は社会運動の現場と、美術的空間の両方で、アジアやヨ
ーロッパのコレクティヴとのネットワークをもつ。メンバーは 30～40 代の女性が中心で、
男性参加者は 30 代後半～50 代が多い。初期メンバーに東京藝術大学教授がいることもあ













































                                                   
10 上述のコレクティヴが実践するアート・アクティヴィズムは木版画と社会運動を結ぶも
のであり、この視点から 2018 年 11 月 23 日から 2019 年 1 月 20 日まで福岡アジア美術館
では『闇に刻む光 アジアの木版画運動 1930s-2010s』展を開催している。同展では 2000
年以降のインドネシア、マレーシアの動向として、本稿が事例としたタリンパディの作品や
活動が紹介された。 
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1998 年結成のタリン・パディ（taring padi）11、2000 年結成のルアンルパ（ruangrupa）、
2002 年結成のメス５６（MES56）12は、結成から約 20 年ちかく活動を継続してきた長寿
コレクティヴである。以下、各コレクティヴの結成理由、活動内容、運営についてみていく。 
 





あり、労働者や農民の代弁者としてアートで社会に問題提起をしている（徳永 2018: 174）。 
「稲の牙」を意味する「タリン・パディ」の初期の作品には力強い木版画のポスターが多く、
アメリカの資本主義を強く批判する表現も見られたが、同コレクティヴ結成からまもなく







する中、現在も後輩達によってグループ名は残り、活動を継続している。2018 年 11 月には
福岡アジア美術館で開催の『闇に刻む光 アジアの木版画運動 1930s-2010s』展にも参加し
ている。 
14 スハルト政権は 1968年から 1998年までの 30年間、長期政権を牛耳った第二代大統領。
1990 年代後半からはスハルトのファミリービジネス、政府内の汚職などが批判の的となっ
た。1997 年のアジア通貨危機、スハルト７選めとなった大統領選挙で国民の不満が頂点に
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写真４ 展覧会場で制作するメンバー   写真５ 回顧展作品の一部 
（タリンパディ公式ホームページより） 
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3-2. ルアン・メス５６（Ruang MES56） 
つぎの事例は、タリンパディと同じ国立芸術院ジョグジャカルタ校出身の写真家コレク
ティヴである。アグン・ヌグロホ・ウィディ（Agung Nugroho Widhi）, アキ AW(Akiq AW), 
アナン・サプトト（Anang Saptoto）、アンキ・プルバンドノ（Angki Purbandono）、ダニ
エル・サトリア・コストロ（Daniel Satria Koestoro）、デシ・サハラ・アンジェリーナ（Dessy 
Sahara Angelina）、エドウィン・ドリー・ロセノ（Edwin Dolly Roseno）、エコ・ビロウォ
（Eko Bhirowo）、ジム・アレン・アベル（Jim Allen Abel）、ウォッ・ザ・ロック（Wok The 































                                                   
16 http://mes56.com/mes-56/ 
図版５ 《Souvenir Tangahang》 2017 Angki Purbandono 
図版６ 《9 th Troops》 2008 Wimo Ambala Bayang 
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ィヴ「フォルム・レンテン（Forum Lenteng）」と 2006 年結成の「セルム（Serrum）」を
誘い、サリナ倉庫エコシステム（Gudang Sarinah Ekosistem）という新たなアート組織運
写真６、７ ルアン・メス５６におけるワークショップ、ディスカッションの様子 


























                                                   
17 二つのコレクティヴについては第 1表を参照。 





種類といった意味がある  （Departmen Pendidikan Nasional2008:1184-1185,1192-






『人類学研究所 研究論集』第 6 号（2019） 




































践してきた彼らは、2015 年の結成 15 周年を機に、活動の内容を１１部門に分ける組織改
革を行い、それぞれの部門に責任者（コーディネーター）を配置した。すならち、アートプ




19 本稿で引用したルアンルパのメンバーの語りは、個別の脚注がない場合、すべて 2016 年
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3-4. ルル学校（Institusi ruangrupa） 
「不定形でオーガニック」なルアンルパの実践により近づくために、筆者の参与観察を記








































                                                   
23 2016 年 8 月 11 日～10 月 23 日の 74 日間にわたって愛知芸術文化センター、名古屋市
美術館、名古屋市内、豊橋市内、岡崎市内の数会場で開催された国際美術展。現代美術を軸
として、ダンスやオペラなど舞台芸術も発表された。 
24 ルアンルパの活動には「ルル ruru」を付したものが多いが、これは「ルアン ruang」「ル
パ rupa」の頭である「ル ru」と「ル ru」を合わせたものである。インドネシアのアート関
係者の間ではルアンルパのことも「ルル」と略して呼ぶことが多い。 
『人類学研究所 研究論集』第 6 号（2019） 

























































































『人類学研究所 研究論集』第 6 号（2019） 






































役割をもつように変化していった（Darmawan 2010: 8）。 
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27 ジャワなどのムラ社会にある慣習で通常は「相互秩序」と訳す。村寄り合いの決めごと
は全員で話し合い、全員の合意を打ち立てるという伝統により、共同奉仕をする慣習法。イ
スラーム渡来以前から伝統的ムラ社会で踏襲されてきた価値観（石井・高谷ほか 2001: 96）。 









































                                                   
29 原題は『FIXER:Pameran Ruang Alternatif & Kelompok Senirupa Indonesia』。2010
年 6 月 18～28 日、ジャカルタのアンチョール公園内ノース・アート・スペースで開催され
た。 
30 2018 年 10 月 18 日ルアンルパのメンバー、バルトへの聞き取りによる。 
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31 ライフパッチの実践も興味深いが、本稿では個人的主体と集団的主体のアーティストに
ついて考察するため、芸術教育を受けたバックグランドをもち、アート・コレクティヴの事








































































2000 アーティストのグループ ジャカルタ 
現在はジャカルタ
の社会、歴史政治、
                                                   
32 2018 年 2 月 14 日、渋谷にて行ったアンドレアスへの聞き取りによる。 
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Gardu Unik 2005 
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